
 

金曜日の人権学習公開授業 

私たちの身の回りには、様々な人権問題があります。具体的には、女性や子

ども、高齢者、障がいのある人、同和問題、外国人、性的マイノリティに対する

差別や偏見があり、問題として取り上げられます。最近では、ヘイトスピーチなどインターネットによ

る人権侵害や新型コロナウイルス感染者に対する差別も起こるようになり、新たなメディアでも人

権問題として取り上げられています。国連でも、「全世界における人権保障の実現のためには人権

教育の充実が不可欠である」と見解が示されていて、各国で人権教育の推進に取り組んでいます。 

人権教育は、自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、自分と他者の人権を守る態度や行

動力を育てる教育です。具体的には、人権に関する知識と人権感覚を養うもので、本校では、道徳

や教科の学習の中で計画的に行っています。６日の授業参観では、その一部を見ていただき、ご家

庭でも人権について話をしていただきたいと考えています。各学年の学習の予定を紹介します。 

１年生  たのしくおしゃべりして、ともだちのことをもっとしろう  

学級の中には、おしゃべりが得意な子と苦手な子がいます。また、話

を聞くのが得意な子と苦手な子がいます。そして、１年生は自分のよさ

をよくわかっていない、友だちのよさもよくわかっていない発達段階で

す。公開授業では、カードに書かれた質問に答えていく活動をした後、

自分のことを聞いてもらったり友だちの話を聞いたりした感想を出し

合います。このことで、その子の気持ちになって考えたり行動したりす

る子どもになってくれることをめざします。 

 

２年生  みんなが安心できるよび方について考えよう  

あだ名は、他人が決めることが多いので、本人にとって好ましくない

あだ名が使われる場合があります。２年生の学習では、「あだな」とい

う読み物資料を使って、嫌なあだ名で呼ばれた時は、相手が不快な

気持ちになる場合があることに気づかせ、お互いに相手を思いやった

名前で呼び合うことが大事であることを理解させていきます。また、学

習の中では、保護者の方に書いていただいた名前についての思いを

知り、自他の名前を大切にする心情を高めていきます。 

 

３年生  わくわくゲームをしてお互いのことをもっと知ろう   

わくわくゲームは、３～４人で行うゲームです。一人がカードを引き、引

いた人はカードに書かれた質問に答えます。グループの友だちは、聞いた

答えについての質問をしたり、感想を言ったりしていくゲームです。ゲーム

を通して、①自分のことを話したり聞いてもらったりすることが安心につな

がることに気づく。②友だちのことを知ることや自分のことを知ってもらう

ことのよさを感じ、それを大切にしようとすることをめざします。 

みどりの森くろつち学園立石小学校 学校だより 

令和６年９月４日 校長 山口 浩一 

今年の合言葉は 

「わかった」「できた」自分大好き！ Ｒ６ 
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４年生 「それって本当かな」と考えるために大切な心は？ 

「おかしいな」の資料を読んで、血液型や「４」「９」の数字など資料

の中のおかしさ（偏見や先入観）を見つけ、おかしいと思った理由や意

見を出し合います。この学習を通して、日常生活の中には根拠がない

思い込みや偏った見方もあることに気づかせ、そのことが差別や偏見

につながることを理解できるようにしたいです。 

 

５年生 「あっていいちがい」と「なくしていきたいちがい」について考えよう  

「Ａさんは行きたいところに自由に行けるが、Ｂさんは車いすを使っ

ているのでいけないところがある」「日本では食事の時に箸を使う

が、インドでは手で食べる」などのちがいが書かれたカードを、『あっ

てもいい違い』と『あってはいけない違い』に分けるグループ活動を

行います。この活動を通して、区別と差別は別ものであり、身のまわり

には不合理なちがい（＝不平等）があることに気づかせ、見抜く態度

を育てたいと思います。 

 

６年生  自分にとって必要な権利とは何か考えよう   

6 年生の学習では、身近にある様々な権利の順位付けをする

活動を行います。具体的には、プリントにある１０個の権利の中か

ら自分にとって必要だと思う権利を３つだけ選び、その選び方を

他者と比べていきます。その上で、グループや学級で選び方やそ

の理由を交流することを通して、一言で権利といっても様々なも

のがあることを理解できるようにするとともに、人によって大事に

するものが違うことに気づかせたいと思います。 

英語スピーチ交流会  

小郡市と大刀洗町では、合同で

小中学生を対象に英語スピーチ交

流大会が行われており、毎年、希望

する小学生、中学生がそれぞれ参

加しています。今年の交流会は８月

８日に小郡市文化会館で行われ、 

９３名の小中学生がスピーチ発表をしました。立石小からは、６年生の古賀湊士さん、髙木望結さん、

田中湊さん、西岡杏さんが参加しました（中垣龍二さんはしっかり練習をしていましたが、忌引きで

参加できませんでした）。５人が自分の可能性を伸ばそうと挑戦してくれたことをたいへん嬉しく思

います。 
 

《今後の予定》 

９月 
 ６日（金） 人権学習参観、学級懇談会 13：50 
２０日（金） 教育条件整備学習会 19：00小学校体育館 

※全保護者（１名ずつ）が対象になります 

２８日（土） 秋の美化作業（児童・保護者） 8：00 

10 月 
１０日（水） 前期終業式 ※11：20下校 
  11日～14日は秋季休業 
１５日（火） 後期始業式 ※11：20下校 
２６日（土） 運動会   ２８日（月）振替日 

 

【お知らせ】  ２８日の美化作業は、他の行事と重なっておりますので、各家庭で判断して参加をお願いします。作業が終わり次第、解散になります。 
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